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『
太
平
記
』
巻
八
の
構
成
と
展
開

谷

　

　

垣

　

　

伊

大

雄

八
'
谷
堂
炎
上
事

l

(
注
1
)

『
太
平
記
』
巻
七
は
t
 
A
｢
鎌
倉
幕
府
の
斜
陽
(
北
条
氏
の
落
日
)
｣
と
t
 
B

｢
後
醍
醐
天
皇
の
復
活
｣
　
と
い
う
二
本
柱
の
う
ち
t
 
B
に
傾
斜
す
る
形
で
物
語

の
展
開
が
見
ら
れ
た
｡
そ
の
傾
向
が
更
に
強
ま
る
の
が
巻
八
で
あ
る
｡

(
注
2
)

本
稿
で
取
扱
う
巻
八
の
章
立
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

1
p
摩
耶
合
戦
事
付
酒
部
瀬
河
合
戦
事

二
､
三
月
十
二
日
合
戦
事

三
'
持
明
院
殿
行
二
幸
六
波
羅
】
事

四
'
禁
裡
仙
洞
御
修
法
事
付
山
崎
合
戦
事

五
㌧
山
徒
寄
二
京
都
一
事

六
㌧
　
四
月
三
日
合
戦
事
付
妻
鹿
孫
三
郎
勇
力
事

七
'
主
上
自
令
レ
修
二
金
輪
法
.
給
事
付
千
種
殿
京
合
戦
事

第
一
章
は
'
巻
七
の
後
半
に
記
さ
れ
た
先
帝
(
後
醍
醐
天
皇
)
の
船
上
山
へ

の
到
着
と
　
｢
船
上
合
戦
｣
　
に
お
け
る
隠
岐
判
官
清
高
の
敗
退
と
を
受
け
'
｢
隠

岐
判
官
清
高
合
戦
二
打
負
シ
後
'
近
国
ノ
武
士
共
皆
馳
参
ル
由
'
出
雲
･
伯
書

ノ
早
馬
頻
並
二
打
テ
'
六
波
経
へ
告
タ
-
ケ
レ
バ
'
事
巳
二
珍
事
二
及
ビ
ヌ
ー

閑
人
色
ヲ
失
ヘ
リ
｣
と
い
う
状
況
が
'
ま
ず
確
認
さ
れ
る
｡
そ
し
て
'
｢
佐
々

木
判
官
時
信
･
常
陸
前
司
時
知
二
四
十
八
箇
所
ノ
筆
'
在
京
人
井
三
井
寺
法
師

三
百
余
人
ヲ
相
副
テ
'
以
上
五
千
余
騎
｣
の
摩
耶
の
城
へ
の
発
向
が
述
べ
ら
れ

る
が
'
そ
れ
は
｢
是
:
付
テ
モ
'
京
近
キ
所
二
散
ノ
足
ヲ
タ
メ
サ
セ
テ
ハ
叶
マ

ヽ

ジ
｡
先
棒
津
圃
摩
耶
ノ
城
へ
押
寄
テ
'
赤
松
ヲ
可
二
退
治
.
ト
テ
｣
(
傍
点
筆
者
｡

以
下
同
じ
)
と
あ
る
よ
う
に
'
船
上
山
で
勝
利
を
収
め
た
｢
先
帝
｣
勢
の
上
京

を
警
戒
し
た
六
波
羅
方
の
先
制
攻
撃
で
あ
る
事
が
わ
か
る
｡

元
弘
三
年
二
三
三
三
)
閏
二
月
十
一
日
に
'
六
披
羅
勢
は
摩
耶
城
を
攻
め
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る
｡
そ
れ
に
対
し
'
赤
松
入
道
円
心
は
｢
態
卜
散
ヲ
難
所
二
帯
キ
寄
ン
為
｣
の

作
戦
を
と
る
｡
そ
の
事
に
気
付
か
ぬ
｢
寄
手
｣
は
'
山
へ
攻
め
上
っ
た
も
の
の

｢
七
曲
ト
テ
岨
ク
細
キ
路
｣
　
で

赤
松
則
祐
ら
の
射
撃
を
受
け
'

｢
少
シ
上
-
カ
ネ
テ
文
へ
タ
-
ケ
ル
所
｣
を
'

｢
少
シ
射
シ
ラ
マ
カ
サ
レ
テ
'
互
二
人
ヲ
楯
ニ

成
テ
其
陰
1
妄
ク
レ
ン
-
色
メ
キ
ケ
ル
気
色
｣
を
見
せ
た
が
'
そ
こ
を
赤
松
範

資
ら
五
百
余
人
が
｢
鋒
ヲ
琴
ア
大
山
ノ
崩
ガ
如
ク
｣
打
っ
て
出
る
｡
寄
手
は
命

令
に
対
し
て
も

｢
耳
ニ
モ
不
二
聞
入
こ
退
却
L
t
深
田
や
茨
の
た
め
｢
返
サ
ン

ー
ス
ル
モ
不
レ
叶
へ
　
防
ガ

ン
ト
ス
ル
モ
便
-
ナ
シ
｣

と
い
う
有
様
と
な
り
'
｢
僅

ニ
千
騎
ニ
ダ
ニ

モ
足
ラ
デ
｣
京
都
へ
引
返
し
た
た
め
'
｢
京
中
･
六
披
羅
ノ
周

章
不
レ
斜
｣
と
い
う
状
況
を
呈
す
る
(
傍
線
筆
者
｡
以
下
同
じ
)
｡

右
の
合
戦
描
写
を
見
る
と
'
散
を
誘
き
寄
せ
る
た
め
の
赤
松
円
心
の
｢
遠
矢

少
々
射
サ
セ
テ
'
城
へ
引
上
-
ケ
ル
｣
と
い
う
作
戦
は
'
巻
六
の
住
吉
･
天
王

寺
合
戦
に
お
け
る
｢
遠
矢
少
々
射
拾
テ
'
一
戦
モ
セ
ズ
天
王
寺
ノ
方
へ
引
退

ク
｣
楠
正
成
の
そ
れ
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
(
武
略
)
に
対
抗
す
る
六

波
羅
勢
の
方
は
'
｢
勝
二
乗
テ
｣
攻
め
た
に
も
拘
ら
ず
'
右
の
各
引
用
文
の
傍

線
部
分
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
(
負
)
の
表
現
(
否
定
的
表
現
)
を
多
用
す
る

形
で
語
ら
れ
る
｡

｢
備
前
囲
ノ
地
頭
･
御
家
人
モ
大
略
敵
二
成
ヌ
ト
細
へ
ケ
レ
バ
､
摩
耶
城
へ

勢
重
ナ
ラ
ヌ
前
二
討
手
ヲ
下
セ
-
テ
'
同
二
十
八
日
'
又
7
寓
余
騎
ノ
勢
｣
が

六
波
羅
よ
り
派
遣
さ
れ
る
｡
1
万
'
赤
松
円
心
は
三
千
余
騎
を
率
い
て
｢
久
々

智
･
酒
部
｣
に
陣
取
る
｡
三
月
十
日
'
六
波
羅
勢
が
｢
瀬
河
｣
に
到
着
し
た
事

を
聞
い
た
赤
松
は
｢
ス
コ
シ
油
断
シ
テ
｣
｢
雨
ノ
晴
間
ヲ
待
｣
　
っ
て
い
た
と
こ

ろ
'
船
で
尼
崎
に
上
陸
し
た
阿
波
の
小
笠
原
勢
三
千
余
騎
に
攻
め
ら
れ
'
五
十

余
騎
で
大
軍
の
中
に
駆
け
入
り
戦
っ
た
赤
松
は
｢
父
子
六
騎
｣
と
な
っ
て
し
ま

ぅ
｡
と
こ
ろ
が
'
彼
等
は
｢
皆
挟
ヲ
カ
ナ
ダ
-
拾
テ
大
勢
ノ
中
へ
楓
卜
交
-
チ

懸
マ
ワ
｣
　
っ
た
結
果
'
｢
散
是
ヲ
知
ラ
デ
ヤ
有
ケ
ン
'
又
天
道
ノ
助
ケ
ニ
ヤ
懸

リ
ケ
ン
'
何
レ
モ
無
レ
志
シ
テ
｣
味
方
の
勢
の
中
に
逃
げ
込
む
事
が
で
き
た
の

で
あ
っ
た
｡
こ
れ
も
又
'
巻
三
に
お
い
て
正
成
達
が
｢
皆
物
ノ
具
ヲ
脱
ギ
'
寄

手
二
紛
テ
｣
赤
坂
城
を
捨
て
て
脱
出
し
た
姿
勢
と
共
通
の
も
の
で
あ
り
,
そ
の

場
面
で
は
｢
正
成
が
遅
ヤ
天
命
二
叶
ケ
ン
｣
と
も
記
さ
れ
て
い
た
｡
自
分
の
存

ヽ

ヽ

ヽ

在
に
無
名
性
を
与
え
る
事
に
よ
っ
て
危
地
を
脱
出
す
る
と
と
も
に
'
そ
の
選
択

が
｢
天
運
ノ
助
ケ
｣
を
受
け
た
り
｢
天
命
二
叶
｣
う
も
の
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ

塁
錯
如
磯
に
支
え
ら
れ
た
の
が
｢
官
軍
｣
で
あ
っ
た
と
い
う
事
に
つ

こ
う
し
て
｢
虎
口
ニ
死
ヲ
遁
レ
｣
た
赤
松
達
の
軍
勢
は
｢
瀬
河
ノ
宿
｣
に
押

し
寄
せ
'
｢
其
勢
二
三
常
騎
モ
有
ン
ト
兄
へ
｣
た
六
波
羅
勢
を
撃
破
す
る
｡
そ

し
て
｢
手
負
･
生
捕
ノ
琴
二
百
余
'
宿
河
原
二
切
懸
サ
セ
テ
'
又
摩
耶
ノ
城
へ

引
返
サ
ン
ト
シ
｣
た
と
こ
ろ
'
赤
松
円
心
の
子
息
則
祐
が
｢
軍
ノ
利
ハ
勝
二
乗

テ
北
ル
ヲ
追
二
不
レ
如
｡
今
度
部
署
ハ

向
テ
候
ナ
ル
｡
此
勢
共
今
四
五
日
ハ
'
長
途
ノ
負
軍
ニ
ク
ク
ビ
レ
テ
'
人
馬
ト

モ
二
物
ノ
用
二
不
レ
可
レ
立
｡
臆
病
神
ノ
覚
ヌ
前
二
績
ヒ
テ
貢
ル
物
ナ
ラ
バ
,
ナ

ド
カ
六
波
羅
う
7
戦
ノ
中
二
貢
落
サ
デ
ハ
侯
ベ
キ
｣
と
主
張
し
た
た
め
'
｢
逃

ル
敵
二
道
ス
ガ
ウ
テ
｣
京
へ
と
攻
め
上
る
｡
緒
戦
で
｢
勝
二
乗
テ
｣
攻
撃
し
敗

退
し
た
六
波
羅
勢
と
'
戦
況
を
充
分
把
捉
し
た
則
祐
の
言
葉
の
中
で
使
わ
れ
て

い
る
｢
勝
二
乗
テ
｣
と
で
は
'
大
き
な
懸
隔
の
あ
る
事
が
わ
か
る
｡
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ろ
'
船
で
尼
崎
に
上
陸
し
た
阿
波
の
小
笠
原
勢
三
千
余
騎
に
攻
め
ら
れ
,
五
十

カ
ー
オ
ト
カ

赤
松
則
祐
と
は
対
照
的
に
'
六
波
羅
方
は
｢
斯
ル
事
ト
ハ
夢
ニ
モ
知
ズ
｡
摩

耶
ノ
城
へ
ハ
大
勢
下
シ
ツ
レ
バ
'
散
ヲ
責
落
ン
事
'
日
ヲ
過
サ
ジ
-
'
心
封
列

笥
叫
｡
其
左
右
ヲ
今
ヤ
-
1
ト
待
ケ
ル
所
ニ
｣
味
方
が
｢
打
負
テ
逃
上
ル
由

披
露
｣
　
あ
っ
た
｡
し
か
し
｢
賓
詮
ハ
未
レ
聞
｡
何
ト
ア
ル
事
ヤ
ラ
ン
､
不
審
端

多
キ
｣
と
い
う
状
況
だ
っ
た
所
へ
'
｢
三
月
十
二
日
申
刻
計
こ
､
淀
･
赤
井
･

山
崎
･
西
岡
逸
三
十
余
箇
所
l
こ
　
火
の
手
が
あ
が
り
'
｢
西
国
ノ
勢
己
二
三
万

ヨ
リ
寄
タ
リ
ト
テ
'
京
中
上
ヲ
下
へ
返
シ
テ
騒
動
｣
　
す
る
｡
｢
三
月
十
二
日
合

戟
｣
を
措
い
た
第
二
章
は
'
冒
頭
か
ら
六
波
羅
方
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
で
展

開
す
る
｡

実
際
'
｢
両
六
波
羅
｣
の
召
集
に
対
し
て
'
｢
宗
徒
ノ
勢
ハ
摩
耶
ノ
城
ヨ
-
被

ェ
追
立
.
 
'
右
往
左
往
二
逃
隠
レ
｣
る
有
様
で
あ
っ
た
L
t
　
｢
奉
行
･
頭
人
ナ
ン

ド
被
レ
云
テ
'
肥
賑
レ
タ
ル
者
共
ガ
馬
二
被
二
昇
乗
二
T
t
　
四
五
百
騎
｣
参
集
し

た
も
の
の
､
■
皆
只
ア
キ
レ
迷
ヘ
ル
計
ニ
テ
'
差
タ
ル
義
勢
モ
無
｣
い
と
い
う

現
実
の
中
で
'
六
波
羅
北
探
題
･
北
条
仲
時
自
身
｢
坐
ナ
ガ
ラ
京
都
ニ
テ
相
待

ン
事
ハ
､
武
略
ノ
足
ザ
ル
ニ
似
タ
-
｡
洛
外
二
馳
向
テ
可
レ
防
｣
と
し
て
｢
隅

田
･
高
橋
:
'
在
京
ノ
武
士
二
寓
余
騎
ヲ
相
副
テ
｣
'
｢
此
比
南
風
二
雪
ト
ケ
テ

河
水
岸
二
余
ル
時
ナ
レ
バ
｣
と
判
断
し
て
'
桂
川
を
隔
て
て
対
陣
す
る
作
戦
を

と
る
｡北

条
仲
時
の
こ
の
作
戦
は
'
六
波
羅
勢
の
現
状
を
認
識
し
た
上
で
の
措
置
と

し
て
現
実
に
叶
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
の
た
め
'
上
京
し
た
赤
松
勢
三
千
余

騎
も
'
対
岸
の
大
軍
を
見
て
｢
矢
軍
｣
す
る
し
か
手
立
て
は
な
か
っ
た
｡
し
か

し
'
赤
松
則
祐
は
'
父
円
心
の
説
得
に
も
拘
ら
ず
'
｢
急
二
戟
ヲ
不
レ
決
シ
テ
'

散
二
無
勢
ノ
程
ヲ
被
二
見
透
.
 
'
雄
レ
戦
､
不
レ
可
レ
有
レ
利
｣
と
言
い
放
っ
て
自
ら

桂
川
を
渡
り
'
飽
間
･
伊
東
ら
五
騎
も
後
に
続
-
｡
こ
の
動
き
を
見
た
六
波
羅

勢
は
｢
人
馬
東
西
二
僻
易
シ
テ
敢
テ
懸
合
セ
ン
ト
ス
ル
者
｣
も
な
-
｢
楯
ノ
端

シ
ド
ロ
ニ
成
テ
色
メ
キ
渡
ル
｣
有
様
｡
直
ち
に
赤
松
範
資
･
貞
範
ら
三
千
余
騎

が
渡
河
L
t
六
波
羅
勢
は
戦
わ
ず
に
退
却
す
る
｡
こ
う
し
て
､
六
波
羅
方
の
守

備
線
は
桂
川
か
ら
鴨
川
ま
で
後
退
し
て
し
ま
う
｡

竺
爾
)
,
京
中
志
の
前
に
,
光
厳
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
持
明
院
統
の

院
･
法
皇
･
東
宮
･
皇
后
･
法
親
王
ら
の
六
披
羅
へ
の
遷
幸
を
記
す
｡

続
い
て
､
六
波
羅
方
の
軍
勢
配
置
の
叙
述
と
な
る
｡
｢
隅
田
･
高
橋
二
三
千

余
騎
ヲ
相
剖
テ
八
粂
口
へ
｣
　
｢
河
野
九
郎
左
衛
門
･
陶
山
次
郎
二
二
千
騎
ヲ
サ

シ
副
テ
'
蓮
華
王
院
へ
｣
派
遣
す
る
｡
と
こ
ろ
が
'
陶
山
は
河
野
に
向
か
っ
て

｢
何
ト
モ
ナ
キ
取
集
メ
勢
二
交
テ
軍
ヲ
セ
バ
'
悉
二
足
纏
二
成
テ
懸
引
モ
自
在

ナ
ル
マ
ジ
｣
　
と
し
て
'
｢
六
波
羅
殿
ヨ
-
被
二
差
副
.
タ
ル
勢
ヲ
バ
'
八
候
川
原

二
引
へ
サ
セ
テ
時
ノ
馨
ヲ
拳
ゲ
サ
セ
L
t
　
自
分
達
は
　
｢
手
勢
ヲ
引
勝
テ
｣
攻
撃

し
よ
う
と
提
案
す
る
｡
河
野
も
賛
同
し
'
陶
山
･
河
野
の
四
百
数
十
騎
は
'

｢
散
｣
　
を
縦
横
に
撹
乱
す
る
｡
七
条
大
宮
辺
で
'
隅
田
･
高
橋
勢
が
'
高
倉
･

小
寺
･
衣
笠
勢
に
攻
め
立
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
'
河
野
が
援
助
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
へ
陶
山
は
'
隅
田
･
高
橋
を
信
用
で
き
な
い
と
し
て
制
止
す
る
｡

暫
-
｢
見
物
｣
し
た
河
野
･
陶
山
は
'
隅
田
･
高
橋
勢
が
放
色
濃
-
な
っ
た
の

を
見
計
ら
っ
て
出
兵
｡
そ
の
奮
戦
に
よ
っ
て
'
｢
寄
手
又
此
障
ノ
軍
ニ
モ
打
負

テ
｣
退
却
す
る
｡

1
万
､
赤
松
貞
範
･
則
祐
兄
弟
は
'
散
を
追
う
う
ち
に
｢
主
従
六
騎
｣
と
な

る
｡
六
条
河
原
へ
出
て
　
｢
六
披
羅
の
館
へ
懸
入
ン
｣
　
事
を
狙
っ
て
い
た
が
'
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｢
東
西
南
北
二
散
ヨ
-
外
ナ
シ
｣
と
い
う
状
態
と
な
っ
た
た
め
｢
サ
ラ
バ
且
ク

散
二
紛
テ
ヤ
御
方
ヲ
待
ツ
｣
と
'
｢
皆
笠
符
ヲ
カ
ナ
ダ
-
拾
テ
'
1
所
二
組
へ
｣

て
待
機
｡
と
こ
ろ
が
'
隅
田
･
高
橋
が
｢
赤
松
ガ
勢
共
'
倍
御
方
二
紛
テ
此
中

二
在
-
ト
覚
ル
ゾ
｣
と
触
れ
て
回
っ
た
た
め
'
六
騎
で
二
千
騎
の
中
に
駆
け
入

り
戦
う
.
郎
等
四
騎
が
討
た
れ
'
貞
範
と
逸
れ
た
則
祐
は
｢
只
1
騎
｣
と
な

り
'
敵
八
騎
に
追
わ
れ
つ
つ
も
｢
心
閑
:
｣
落
ち
て
行
き
､
羅
城
門
の
辺
で
貞

範
と
合
流
｡
や
が
て
千
余
騎
と
な
っ
た
の
で
､
再
び
六
波
羅
勢
七
千
余
騎
と
対

決
し
た
が
'
河
野
･
陶
山
勢
五
百
余
騎
が
背
後
か
ら
攻
撃
に
加
わ
っ
た
た
め
'

赤
松
勢
は
多
数
が
討
た
れ
'
山
崎
を
指
し
て
引
き
返
す
｡

河
野
･
陶
山
は
長
追
い
は
せ
ず
'
鳥
羽
殿
の
前
か
ら
引
き
返
し
'
｢
虜
二
十

余
人
'
首
七
十
三
取
テ
'
鋒
二
軍
ア
'
朱
二
成
テ
六
波
羅
へ
馳
参
｣
る
｡
光
厳

天
皇
か
ら
｢
両
人
ノ
振
舞
イ
ツ
モ
ノ
事
ナ
レ
共
'
殊
更
今
夜
ノ
合
戦
ニ
'
労
手

ヲ
下
シ
命
ヲ
拾
給
ハ
ズ
バ
'
叶
マ
ジ
ト
コ
ソ
鬼
へ
テ
候
ツ
レ
｣
と
し
て
'
｢
其

夜
臆
テ
鴎
時
ノ
宣
下
有
テ
'
河
野
九
郎
ヲ
バ
封
馬
守
二
被
レ
成
テ
御
飯
ヲ
被
レ

下
'
陶
山
二
郎
ヲ
バ
備
中
守
:
被
レ
成
テ
'
寮
ノ
御
馬
ヲ
被
レ
下
｣
　
た
の
で
'

｢
或
ハ
羨
､
､
､
或
ハ
晴
デ
'
其
名
天
下
二
被
レ
知
｣
た
の
で
あ
っ
た
｡
翌
日
'
隅
田

･
高
橋
は
｢
京
中
ヲ
馳
廻
テ
'
此
彼
ノ
掘
･
清
二
倒
レ
居
タ
ル
手
負
死
人
ノ
覇

共
ヲ
取
集
テ
'
六
条
川
原
二
懸
並
タ
｣
と
こ
ろ
へ
　
｢
八
百
七
十
三
｣
あ
っ
た
｡

こ
れ
は
'
功
名
を
主
張
す
る
た
め
､
｢
軍
モ
セ
ヌ
六
波
羅
勢
ド
モ
｣
が
｢
洛
中

･
逮
土
ノ
在
家
人
ナ
ン
ド
ノ
覇
侶
首
ニ
シ
テ
'
様
々
ノ
名
ヲ
書
付
テ
出
シ
タ
リ

ケ
ル
覇
共
｣
　
だ
っ
た
｡
し
か
も
そ
の
中
に
'
｢
赤
松
入
道
囲
心
卜
札
ヲ
付
タ
ル

首
｣
が
五
つ
も
あ
っ
た
｡
｢
何
レ
モ
見
知
タ
ル
人
無
レ
バ
､
同
ジ
ヤ
ウ
ニ
｣
懸

け
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
'
こ
れ
を
見
た
｢
京
童
部
｣
は
｢
頚
ヲ
借
タ
ル
人
'

利
子
ヲ
付
テ
可
レ
返
｡
赤
松
入
道
分
身
シ
テ
'
散
ノ
轟
ヌ
相
ナ
ル
ベ
シ
｣
と
'

｢
口
々
ニ
コ
ソ
笑
｣
　
っ
た
｡

第
四
章
冒
頭
は
次
の
よ
う
な
文
章
構
成
に
な
っ
て
い
る
｡

此
比

{(
四
海
大
:
乱
テ
'

兵
火
天
ヲ
掠
メ
リ
｡

聖
主
辰
ヲ
負
テ
'
春
秋
無
二
安
時
.
.

武
臣
矛
ヲ
建
テ
'
旗
旗
無
二
関
目
¶

是
以
二
法
威
.
逆
臣
ヲ
不
レ
鎮
バ
'
静
諾
其
期
不
レ
可
レ
有
ト
テ
'
諸
寺
諸
社

二
課
テ
'
大
法
秘
法
ヲ
ゾ
被
レ
修
ケ
ル
｡

(
I
t
梶
井
宮
-
-
･
宮
中
に
お
い
て
｢
悌
眼
ノ
法
｣
)

(
2
'
慈
什
僧
正
-
-
仙
洞
に
お
い
て
｢
薬
師
ノ
法
｣
)

(
3
'
武
家
.
.
.
.
.
.
山
門
.
南
部
.
豊
寺
に
対
し
て
庄
園
を
寄
進
し
､
)

神
宝
を
献
上
L
t
祈
痛
を
し
た
｡
し
か
し
'

公
家
ノ
政
道
不
レ
正
'

武
家
ノ
積
悪
桐
ヲ
招
キ
シ
カ
バ
'

析
共
紳
不
レ
享
二
非
礼
1

語
へ
ド
モ
人
不
レ
耽
二
利
欲
】
ニ
ヤ
'

只
日
ヲ
逐
テ
'
国
々
ヨ
-
急
ヲ
告
ル
事
隙
無
-
ケ
-
0

1
万
で
'
合
戦
を
記
し
っ
つ
'
右
の
よ
う
な
概
況
分
析
を
付
す
事
に
よ
っ

て
'
今
後
の
展
開
を
も
予
告
す
る
叙
述
と
な
っ
て
い
る
｡
し
か
も
'
続
く
文
は

ヽ
｢
去
三
月
十
二
日
ノ
合
戦
二
赤
松
打
負
テ
'
山
崎
ヲ
指
テ
落
行
シ
ヲ
'
頓
到
適

Osaka Shoin Women's University Repository



-45-

■

.

ィ

　

　

.

.

f

J

ム

ノ

　

ノ

ノ

ー

ノ

　

ノ

'

4

⊥

〃

　

-

　

ノ

　

　

　

]

ト

日

･

一

一

ー

一

　

丁

一

こ

｣

　

旧

け
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
へ
こ
れ
を
見
た
｢
京
童
部
｣
は
｢
覇
ヲ
借
タ
ル
人
'

日

日

金
冠
と
な
/
.
て
い
る
U
　
し
か
も
'
続
く
文
は

｢
去
三
月
十
二
日
ノ
合
撃
一
赤
松
打
負
テ
'
山
崎
ヲ
指
テ
落
行
シ
ヲ
,

頓
テ
追

懸
テ
討
手
ヲ
ダ
ニ
下
シ
タ
ラ
バ
'
散
足
ヲ
タ
ム
マ
ジ
カ
-
シ
ヲ
'
今
ハ
何
事
カ

可
レ
有
ト
テ
被
二
油
断
]
シ
ニ
依
テ
｣
　
と
'
か
な
り
の
時
間
の
経
過
が
あ
っ
た
か

の
如
き
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
右
の
概
観
･
分
析
･
展
望
の
一
文

ヽ

ヽ

を
合
戦
雷
の
問
に
置
-
事
を
意
識
す
る
ゆ
え
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
又
'
こ

の
引
用
文
傍
線
部
分
で
作
戦
ミ
ス
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
対
象
は
'
｢
六
波
羅
｣

で
あ
っ
て
'
前
章
の
英
雄
､
河
野
･
陶
山
で
は
な
い
｡

結
局
'
7
且
は
敗
走
し
た
赤
松
も
'
大
勢
の
参
集
を
得
て
｢
山
崎
･
八
幡
二

陣
ヲ
取
'
河
尻
ヲ
差
塞
ギ
西
国
往
反
ノ
道
ヲ
打
止
ム
｣
と
い
う
策
を
と
る
｡
そ

こ
で
'
六
波
羅
の
命
令
を
受
け
｢
四
十
八
箇
所
ノ
簿
'
井
在
京
人
'
其
勢
五
千

飴
騎
｣
が
｢
三
月
十
五
日
ノ
卯
刻
ニ
｣
出
発
す
る
｡
こ
れ
に
対
し
'
赤
松
は
三

千
余
騎
を
　
二
手
ニ
ハ
足
軽
ノ
射
手
ヲ
勝
テ
五
百
飴
人
中
塩
山
へ
｣
｢
1
手
ヲ

バ
野
伏
二
騎
馬
ノ
兵
ヲ
少
々
交
テ
千
飴
人
'
狐
河
ノ
適
ニ
｣
｢
一
手
ヲ
バ
混
ス

ラ
打
物
ノ
衆
八
百
飴
騎
ヲ
汰
テ
'
向
日
明
神
ノ
後
ナ
ル
松
原
ノ
陰
ニ
｣
と
三
手

に
分
け
て
配
備
す
る
｡
六
波
羅
勢
は
｢
散
此
マ
デ
可
二
出
合
.
-
ハ
不
二
恩
寄
]
.

ソ
ゾ
ロ
ニ
深
入
シ
｣
｢
山
鹸
シ
テ
不
二
上
得
.
｣
｢
恩
モ
ヨ
ラ
ヌ
｣
散
の
襲
撃
を
受

け
'
｢
敵
ヲ
小
勢
卜
侮
1
こ
攻
め
る
と
'
方
々
か
ら
現
れ
た
敵
勢
の
連
儀
攻
撃

に
遣
い
へ
京
へ
引
返
す
｡
死
傷
者
は
少
な
か
っ
た
が
'
汚
れ
た
馬
･
鎧
の
敗
走

軍
が
昼
間
京
中
を
通
っ
た
と
こ
ろ
'
｢
見
物
シ
ケ
ル
人
｣
　
達
全
員
が
｢
哀
レ
'

サ
-
ト
モ
陶
山
･
河
野
ヲ
被
レ
向
タ
ラ
バ
'
是
程
ニ
キ
ク
ナ
キ
負
ハ
セ
ジ
物
ヲ
｣

と
し
て
'
｢
笑
ハ
ヌ
人
モ
ナ
カ
｣
　
っ
た
｡
こ
の
章
は
'
｢
去
バ
京
勢
此
度
打
負

テ
､
向
ハ
デ
京
二
被
レ
残
タ
ル
河
野
卜
陶
山
ガ
手
柄
ノ
程
'
イ
-
ド
名
高
ク
成

ニ
ケ
リ
｣
と
い
う
文
で
締
め
括
ら
れ
る
｡

･
物
語
の
展
開
は
'
第
四
茸
冒
頭
部
に
も
要
約
す
る
形
で
量
ホ
さ
れ
て
い
る

が
'
欝
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
を
通
観
す
る
時
'
合
戦
讃
叙
述
の
｢
型
｣
と
で

も
言
う
べ
き
も
の
を
想
定
し
う
る
｡
例
え
ば
'
勝
利
者
側
の
人
物
形
象
に
つ
い

て
は
'
結
果
的
に
常
に
楠
正
成
が
一
つ
の
典
型
と
し
て
意
識
さ
れ
'
巻
三
で
正

成
が
主
張
し
た
｢
武
略
卜
智
謀
｣
が
'
勝
利
の
た
め
の
基
準
と
し
て
確
認
さ
れ

る
事
と
な
る
｡

又
'
巻
八
の
京
合
戦
に
つ
い
て
は
'
六
波
羅
勢
の
中
で
'
河
野
･
陶
山
と
隅

田
･
高
橋
と
が
'
(
対
)
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
｡
そ
の
う
ち
'
｢
河
野

･
陶
山
｣
組
で
は
'
主
に
陶
山
が
発
言
し
'
河
野
が
従
う
と
い
う
形
に
な
っ
て

い
る
｡
第
三
章
で
'
六
波
羅
か
ら
出
兵
命
令
を
受
け
た
時
'
ま
ず
'
陶
山
は

｢
何
ト
モ
ナ
キ
取
集
メ
勢
｣
た
る
｢
六
波
羅
殿
ヨ
-
被
二
差
副
.
タ
ル
勢
｣
を
｢
時

ノ
馨
ヲ
拳
サ
セ
｣
　
る
存
在
と
定
め
､
自
分
達
は
　
｢
手
勢
ヲ
引
勝
テ
｣
戦
お
う

と
'
河
野
に
提
案
す
る
｡
そ
し
て
､
河
野
･
陶
山
勢
は
､
｢
恩
モ
寄
ラ
ヌ
後
ヨ

-
'
時
ヲ
嘱
卜
作
テ
｣
　
攻
め
か
け
た
り
'
｢
一
所
二
合
テ
ハ
両
所
二
分
レ
'
両

所
二
分
テ
ハ
又
一
所
二
合
｣
い
な
が
ら
戦
う
｡

赤
松
方
の
軍
勢
に
押
さ
れ
気
味
の
隅
田
･
高
橋
を
見
て
'
河
野
が
援
軍
を
提

案
し
た
時
'
陶
山
は
｢
隅
田
･
高
橋
ガ
ロ
ノ
恵
サ
ハ
'
我
高
名
:
ゾ
云
ハ
ン
ズ

ラ
ン
｣
と
言
っ
て
押
し
と
ど
め
'
暫
-
｢
見
物
｣
し
た
後
に
｢
イ
ザ
ヤ
今
ハ
懸

合
セ
ン
｣
と
河
野
に
声
を
か
け
'
｢
一
手
二
成
テ
大
勢
ノ
中
へ
懸
入
り
'
時
移

ル
マ
デ
｣
　
戦
っ
た
｡
又
'
7
度
放
送
し
た
赤
松
勢
が
集
結
し
て
千
余
騎
と
な

り
'
｢
又
時
ノ
聾
ヲ
揚
タ
｣
時
も
'
｢
河
野
卜
陶
山
-
ガ
勢
五
百
余
騎
｣
で
赤
松

勢
の
後
陣
を
打
破
L
t
赤
松
勢
を
敗
走
さ
せ
た
｡

結
局
'
こ
の
合
戦
の
功
績
に
よ
っ
て
'
河
野
は
対
馬
守
に
'
陶
山
は
備
中
守

に
任
命
さ
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
河
野
･
陶
山
が
取
っ
た
首
　
｢
七
十
三
｣
に
対
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L
t
｢
軍
散
ジ
テ
翌
日
｣
隅
田
･
高
橋
が
｢
京
中
ヲ
馳
廻
テ
･
此
彼
ノ
掘
･
清

二
倒
レ
居
タ
ル
手
負
死
人
ノ
顎
共
ヲ
取
集
｣
め
た
が
'
そ
の
数
は
｢
八
百
七
十

三
｣
あ
っ
た
｡
｢
京
童
部
｣
の
噺
笑
を
待
つ
ま
で
も
な
く
こ
の
数
の
対
比
そ

の
も
の
が
'
隅
田
･
高
橋
の
存
在
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
の
中
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

て
い
る
｡

巻
三
の
笠
置
合
戦
に
'
六
波
羅
の
両
検
断
と
し
て
｢
糟
谷
三
郎
宗
秋
･
隅
田

次
郎
左
衛
門
｣
が
登
場
し
た
時
'
｢
抜
懸
｣
し
て
｢
木
津
川
ノ
瀬
々
ノ
岩
浪
早
ケ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

レ
バ
懸
テ
程
ナ
ク
落
ル
高
橋
｣
｢
懸
モ
得
ヌ
高
橋
落
テ
行
水
-
壷
名
ヲ
流
ス
小

早
河
哉
｣
と
歌
わ
れ
た
の
は
'
｢
高
橋
又
四
郎
｣
で
あ
っ
た
｡
笠
置
落
城
後
の

十
月
八
日
の
項
に
両
検
断
と
し
て
｢
糟
谷
三
堅
ポ
秋
｣
と
と
も
に
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
｢
高
橋
刑
部
左
衛
門
｣
が
'
巻
八
の
両
検
断
｢
隅
甲
高
橋
｣
に
該

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
'
｢
高
橋
又
四
郎
｣
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
確
認
す

る
事
が
で
き
な
い
｡
た
だ
'
巻
九
の
'
六
波
羅
北
探
題
北
条
仲
時
以
下
｢
四
百

三
十
二
人
｣
が
'
近
江
の
番
場
で
自
害
し
た
場
面
で
も
'
高
橋
姓
の
者
五
名

(
そ
の
中
に
｢
又
四
郎
｣
も
含
ま
れ
る
)
と
'
隅
田
姓
の
者
十
一
名
と
が
連
続

す
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
寧
ろ
て
'
巻
三
を
出
発
点
と
L
t
巻
六
の
渡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

部
橋
合
戦
で
楠
正
成
に
負
け
て
｢
渡
部
ノ
水
イ
カ
許
早
ケ
レ
バ
高
橋
落
テ
隅
田

流
ル
ラ
ン
｣
と
落
首
に
歌
わ
れ
て
以
来
'
｢
隅
田
･
高
橋
｣
は
,
笑
わ
れ
る
べ

き
存
在
と
し
て
'
六
波
羅
滅
亡
の
過
程
で
担
わ
さ
れ
た
道
化
役
を
'
演
じ
続
け

て
来
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡

一
方
'
｢
河
野
･
陶
山
｣
の
方
は
'
巻
三
の
笠
置
城
陥
落
の
立
役
者
集
団
｢
備

中
国
ノ
住
人
陶
山
藤
三
義
高
｣
｢
陶
山
吉
次
｣
ら
と
人
物
像
の
上
で
重
な
る
も

切
を
感
じ
さ
せ
る
｢
陶
山
｣
(
前
述
の
よ
う
に
'
巻
八
で
は
｢
陶
山
二
郎
｣
が

｢
備
中
守
｣
に
任
命
さ
れ
る
)
が
'
河
野
を
-
-
ド
す
る
形
で
大
活
躍
を
見
せ

る
｡
従
っ
て
'
彼
等
は
'
六
波
羅
勢
の
落
日
の
中
に
あ
っ
て
'
｢
隅
田
･
高
橋
｣

と
(
対
)
的
構
成
を
と
り
つ
つ
'
最
後
に
輝
き
を
見
せ
る
英
雄
的
人
物
像
と
し

て
'
｢
哀
レ
'
サ
-
-
モ
陶
山
･
河
野
ヲ
被
レ
向
タ
ラ
バ
'
是
程
ニ
キ
ク
ナ
キ
負

ハ
セ
セ
ジ
キ
物
ヲ
｣
と
'
ま
さ
に
語
ら
れ
続
け
た
'
と
言
え
よ
う
.

第
五
章
｡
元
弘
三
年
三
月
二
十
六
日
'
大
塔
宮
の
牒
状
を
受
け
た
山
門
の
衆

徒
は
'
｢
武
家
追
討
ノ
企
｣
に
賛
同
の
決
議
を
す
る
｡
二
十
七
日
に
日
吉
の
大

宮
前
に
集
結
し
た
数
は
｢
十
草
ハ
千
飴
騎
｣
で
あ
っ
た
｡
た
だ
,
｢
大
衆
ノ
習
,

大
早
無
レ
極
所
存
ナ
レ
バ
'
此
勢
京
へ
寄
タ
ラ
ン
ニ
'
六
披
羅
ヨ
モ
言
マ
リ

モ
ク
マ
ラ
ジ
'
聞
落
ニ
ゾ
セ
ン
ズ
ラ
ン
ト
恩
侮
テ
'
八
幡

山
崎
ノ
御
方
ニ
モ

不
二
牒
合
.
シ
テ
｣

｢
物
臭
ヲ
モ
セ
ズ
'

兵
根
ヲ
モ

末
ダ
ッ
カ
ハ
デ
｣
出
発
す
る
｡

1
万
'
六
披
羅
方
は
'
山
門
側
の
動
き
を
知
っ
た
上
で
｢
山
徒
縦
雄
二
大
賀

騎
馬
ノ
兵
7

人
モ
不
レ
可
レ
有
｡
此
方
ニ
ハ
馬
上
ノ
射
手
ヲ
漢
へ
テ
'
三
傑
河
原

ニ
待
受
ケ
サ
セ
テ
'
懸
閲
懸
合
セ
'
弓
手
･
妻
手
二
着
テ
遺
物
射
二
射
ク
ラ
ン

ズ
ル
ニ
'
山
徒
心
ハ
雄
レ
武
'

歩
立
ニ
カ
疲
レ
'

重
鎧
二
肩
ヲ
被
レ
引
､

片
時
ガ

問
二
按
ル
ベ
シ
.
是
以
レ
小
砕
レ
大
'
以
レ
弱
投
レ
剛
行
也
｣
と
し
て
,
｢
七
千
飴

騎
ヲ
七
手
二
分
テ
｣
待
機
す
る
｡
山
門
大
衆
の
方
は

｢
斯
ル
ベ
シ
ト

ハ
恩
モ
ヨ

ラ
ズ
'
我
前
二
京
へ
入
テ
ヨ
カ
ラ
ン
ズ
ル
宿
ヲ
モ
取
､
財
賓
ヲ
モ
管
領
セ
ン
｣

と
押
し
寄
せ
る
｡
し
か
し
'
｢
琴
…
り
巧
､
､
､
タ
ル
｣
六
波
羅
方
に
,
撹
乱
･

圧
倒
さ
れ
'
た
ち
ま
ち
山
上
へ
引
返
す
｡
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の
を
感
じ
さ
せ
る
｢
陶
山
｣
(
前
述
の
よ
う
に
'
巻
八
で
は
｢
陶
山
二
郎
｣
が

.

｣

.

つ

.

~

上

1

-

　

　

　

　

　

-

.

｣

ワ

∧

～

　

　

　

l

 

V

T

T
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L

ノ

=

l

 

I

.

工

圧
倒
さ
れ
'
た
ち
ま
ち
山
上
へ
引
返
す
｡

'

ノ

｣

　

一

ノ

,

5

そ
の
中
で
'
｢
豪
望
･
豪
仙
｣
と
い
う
｢
三
塔
名
啓
ノ
恵
僧
｣
の
み
は
'
｢
山

門
ノ
恥
辱
天
下
ノ
噸
嘆
｣
　
と
考
え
'
奮
戦
し
た
が
　
｢
牛
時
許
文
へ
テ
戟
ケ
レ

共
'
績
ク
大
衆
1
人
モ
ナ
シ
｣
と
い
う
状
況
の
も
と
で
自
害
を
遂
げ
る
｡
こ
の

二
人
の
活
躍
に
つ
い
て
は
　
｢
是
ヲ
見
ル
武
士
共
'
｢
ア
ハ
レ
日
本
一
ノ
剛
ノ
者

共
哉
｣
-
'
悟
マ
ヌ
人
モ
無
-
ケ
-
｡
前
陣
ノ
軍
破
レ
テ
引
返
シ
ケ
レ
バ
'
後

陣
の
大
勢
ハ
軍
場
ヲ
ダ
:
不
レ
見
シ
テ
'
道
ヨ
-
山
門
へ
引
返
ス
｡
只
豪
竪
･

豪
仙
二
人
ガ
振
舞
ニ
コ
ソ
'
山
門
ノ
名
ヲ
バ
揚
タ
-
ケ
レ
｣
と
賛
美
さ
れ
る
｡

結
局
'
大
軍
を
動
員
し
な
が
ら
も
'
統
率
力
･
作
戦
カ
が
欠
如
す
る
山
門
大
衆

の
敗
退
は
､
右
の
傍
線
部
分
の
否
定
的
表
現
か
ら
も
予
見
し
う
る
も
の
で
あ

る
｡

気
色
モ
ナ
｣
-
'
｢
六
健
河
原
二
勢
汰
シ
テ
閑
二
手
分
｣
　
を
し
て
待
つ
｡
そ
の

中
に
は
'
山
門
大
衆
に
つ
い
て
｢
山
門
今
ハ
武
家
二
志
ヲ
通
ズ
ト
イ
へ
ド
モ
'

又
如
何
ナ
ル
野
心
ヲ
カ
存
ズ
ラ
ン
｡
非
レ
可
二
油
断
]
ト
テ
｣
　
佐
々
木
時
信
ら
≡

千
余
騎
を
配
備
し
た
､
と
の
記
述
も
含
ま
れ
て
い
た
｡
多
少
の
誇
張
が
あ
る
に

ヽ

ヽ

せ
よ
'
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
所
に
'
山
門
大
衆
の
現
実
が
あ
っ
た
事
は
確
か

で
あ
ろ
う
｡

さ

て

'

そ

の

四

月

三

日

の

緒

戦

は

｢

雪

第
六
章
は
'
更
に
現
実
的
な
姿
を
露
呈
す
る
山
門
衆
徒
に
つ
い
て
の
記
述
か

ら
始
ま
る
｡
つ
ま
り
'
呆
気
な
く
退
却
し
た
と
は
言
う
q
O
 
J
の
の
｢
十
寓
六
千
飴

騎
｣
の
動
員
力
を
持
つ
山
門
は
'
六
披
羅
に
と
っ
て
は
無
視
で
き
ぬ
存
在
で
あ

り
'
そ
の
た
め
'
六
波
羅
は
｢
衆
徒
ノ
心
ヲ
取
ラ
ン
為
ニ
｣
｢
大
庄
十
三
箇
所
｣

を
｢
山
門
へ
寄
進
｣
L
t
　
｢
宗
徒
ノ
衆
徒
ニ
'
便
宜
ノ
地
ヲ
一
二
箇
所
充
折
蒔

ノ
為
ト
テ
恩
賞
｣
を
施
行
し
た
｡
す
る
と
｢
山
門
ノ
衆
議
心
心
二
成
テ
武
家
二

心
ヲ
寄
ス
ル
衆
徒
モ
多
ク
出
来
｣
た
｡
そ
の
た
め
1
　
｢
八
幡
･
山
崎
ノ
官
軍
｣

は
'
｢
其
勢
大
牛
減
ジ
テ
今
ハ
僅
二
一
寓
騎
二
足
ラ
ザ
-
｣
　
と
い
う
数
に
な
っ

て
し
ま
う
｡

や
が
て
'
四
月
三
日
'
官
軍
は
七
千
余
噂
を
二
手
に
分
け
て
京
都
へ
攻
め
寄

せ
る
｡
六
波
羅
方
は
｢
度
々
ノ
合
戦
二
打
勝
テ
兵
皆
気
ヲ
拳
ケ
ル
上
'
其
勢
ヲ

算
フ
ル
こ
､
三
寓
騎
二
飴
-
ケ
ル
問
'
散
巳
二
近
付
ヌ
ト
告
ケ
レ
共
'
仰
天
ノ

ク
リ
シ
カ
バ
吉
例
也
-
テ
'
河
野
卜
陶
山
ト
ニ
五
千
騎
ヲ
相
副
テ
法
性
寺
大
路

へ
被
二
差
向
L
と
､
河
野
･
陶
山
に
注
目
す
る
形
で
叙
述
さ
れ
る
｡
河
野
･
陶

山
の
三
百
余
騎
の
活
躍
に
よ
っ
て
'
嶋
津
･
小
早
河
の
場
合
は
｢
己
ガ
陣
ノ
散

ヲ
河
野
卜
陶
山
ト
ニ
被
レ
沸
テ
'
身
方
ノ
負
ヲ
シ
ツ
ル
事
ヨ
-
無
念
二
恩
｣
い
'

別
の
敵
と
の
｢
花
ヤ
カ
ナ
ル
1
軍
｣
を
求
め
て
'
西
朱
雀
へ
移
動
し
て
行
く
｡

た
だ
'
以
後
の
場
面
に
は
'
河
野
･
陶
山
は
登
場
し
な
い
｡

次
の
場
面
に
は
'
赤
松
方
の
備
中
国
の
四
勇
士
が
登
場
｡
｢
長
七
尺
許
ナ
ル

男
ノ
'
髭
南
方
へ
生
ヒ
分
テ
'
皆
逆
:
裂
タ
ル
ガ
'
錬
ノ
上
二
鎧
ヲ
重
テ
着
'

大
立
拳
ノ
脹
嘗
二
膝
鎧
懸
テ
'
龍
頭
ノ
冒
猪
覇
二
着
成
シ
'
五
尺
飴
-
ノ
太
刀

ヲ
背
き
'
八
尺
飴
ノ
カ
ナ
サ
イ
棒
ノ
八
角
ナ
ル
ヲ
'
手
本
二
尺
許
囲
メ
テ
'
誠

二
軽
ゲ
ニ
提
ゲ
｣
た
様
子
は
'
六
波
羅
勢
を
し
て
'
｢
未
レ
戟
先
二
三
万
へ
分
レ

テ
引
退
｣
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
こ
の
頓
宮
父
子
･
田
中
兄
弟
の
四
人
は
'

ヽ

ヽ

｢
我
等
父
子
兄
弟
'
少
年
ノ
昔
ヨ
-
勅
勘
武
散
ノ
身
卜
成
-
シ
問
'
山
賊
ヲ
業

ト
シ
テ
一
生
ヲ
巣
メ
-
｡
然
二
今
幸
二
此
乱
出
来
シ
テ
'
恭
ク
モ
寓
乗
ノ
君
ノ

御
方
二
参
ズ
｣
と
名
乗
る
｡
こ
こ
に
も
､
巻
七
に
お
け
る
｢
野
伏
｣
等
と
と
も

(
注
5
)

に
'
(
官
軍
)
に
参
加
す
る
層
の
幅
の
広
さ
が
窺
え
る
｡
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F｢

田
中
兄
弟
･
頓
宮
父
子
と
嶋
津
父
子
三
人
と
の
対
決
は
'
｢
前
代
未
聞
ノ
見

物
｣
で
あ
っ
た
が
'
小
早
河
が
嶋
津
に
援
軍
を
出
し
た
の
に
対
し
て
'
｢
田
中

ガ
後
ナ
ル
勢
'
バ
ッ
-
引
退
｣
　
く
情
勢
の
中
で
'
四
人
は
　
｢
鎧
ノ
透
間
内
腎

ニ
'
各
矢
二
三
十
筋
被
二
射
立
.
テ
'
太
刀
ヲ
逆
ニ
ッ
キ
テ
'
皆
立
ズ
ク
､
､
､
ニ
｣

戦
死
す
る
｡
こ
の
四
勇
士
に
つ
い
て
は
｢
見
ル
人
間
ク
人
'
後
マ
デ
モ
惜
マ
ヌ

者
ハ
無
-
ケ
-
｣
と
記
さ
れ
る
｡

そ
の
後
'
美
作
国
の
菅
家
の
一
族
'
有
元
三
兄
弟
を
は
じ
め
と
し
て
'
福
光

･
殖
月
･
原
田
･
麿
取
ら
官
軍
の
二
十
七
人
が
〓
所
ニ
テ
皆
討
レ
｣
た
中
に

あ
っ
て
'
｢
播
磨
国
ノ
住
人
妻
鹿
孫
三
郎
長
宗
｣
は
'
一
族
十
七
人
が
討
た
れ
た

後
'
た
だ
1
騎
に
な
っ
た
も
の
の
'
追
い
懸
け
て
来
た
｢
印
具
駿
河
守
ノ
勢
五

十
飴
騎
｣
の
中
の
｢
年
ノ
程
二
十
許
ナ
ル
若
武
者
｣
の
｢
鎧
総
角
ヲ
掴
デ
中
二

提
ゲ
'
馬
ノ
上
三
町
許
｣
進
ん
で
か
ら
'
｢
右
ノ
手
二
取
渡
シ
テ
へ
エ
イ
ト
抱

タ
｣
　
と
こ
ろ
'
｢
跡
ナ
ル
馬
武
者
六
騎
ガ
上
ヲ
投
越
シ
テ
'
深
田
ノ
泥
ノ
中
へ

兄
へ
ヌ
程
｣
に
打
ち
込
ん
だ
と
い
う
活
劇
欝
が
続
-
｡
以
上
の
人
名
が
出
て
来

る
話
を
(
各
論
)
と
す
れ
ば
'
(
総
論
)
　
に
相
当
す
る
｢
赤
松
入
道
ハ
'
殊
更

今
日
ノ
軍
ニ
'
想
切
タ
ル
一
族
ノ
兵
共
モ
'
所
々
ニ
テ
八
百
飴
騎
被
レ
打
ケ
レ

バ
'
気
疲
力
落
ハ
テ
､
'
八
幡
･
山
崎
へ
又
引
返
シ
ケ
-
｣
と
い
う
末
文
は
誠

に
簡
単
な
も
の
で
あ
る
｡

な
お
'
｢
只
1
騎
｣
　
と
な
っ
た
時
'
妻
鹿
孫
三
郎
が
つ
ぶ
や
い
た
独
自
｢
生

テ
無
二
甲
斐
】
命
ナ
レ
ド
モ
'
君
ノ
御
大
事
是
二
限
ル
マ
ジ
｡
一
人
ナ
-
ト
モ
生

残
テ
'
後
ノ
御
用
ニ
コ
ソ
立
メ
｣
は
'
巻
三
で
後
醍
醐
天
皇
に
対
面
し
た
時
の

楠
正
成
の
｢
正
成
7
人
未
ダ
生
テ
有
卜
被
二
間
召
)
侯
ハ
バ
'
聖
遅
速
二
可
レ
被
レ

開
卜
披
こ
恩
食
】
候
へ
｣
と
い
う
言
葉
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
｡

(
注
6
)

第
七
章
で
は
'
｢
船
上
ノ
皇
居
｣
で
　
｢
主
上
｣
が
自
ら
｢
金
輪
ノ
法
｣
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
｢
其
七
箇
日
l
喜
田
-
ケ
ル
夜
'
三
光
天
子
光
ヲ
並
テ
壇
上
二
現

ジ
｣
た
の
で
｢
御
願
忽
二
成
就
シ
ヌ
ー
'
葱
敷
被
二
恩
召
し
た
事
が
短
-
記
さ

れ
る
｡
そ
し
て
'
｢
ヤ
ガ
テ
大
賂
ヲ
差
上
セ
テ
赤
松
入
道
ニ
カ
ヲ
合
セ
'
六
波

羅
ヲ
可
レ
攻
｣
　
と
千
種
忠
顕
以
下
の
勢
を
派
遣
す
る
｡
伯
菅
国
を
出
立
し
た
時

｢
僅
二
千
飴
騎
｣
　
だ
っ
た
軍
勢
は
'
各
国
か
ら
の
勢
が
加
わ
っ
て
｢
程
ナ
ク
二

十
寓
七
千
飴
騎
｣
に
な
っ
た
｡
更
に
'
但
馬
国
に
配
流
と
な
っ
て
い
た
｢
第
六

(
注
7
)

ノ
若
宮
｣
を
｢
上
将
軍
卜
仰
ギ
奉
テ
'
軍
勢
催
促
ノ
令
旨
ヲ
被
二
成
下
し
た
｡

殿
法
印
艮
忠
が
八
幡
'
赤
松
入
道
円
心
が
山
崎
'
そ
し
て
'
宮
と
千
種
忠
顕

が
西
山
の
峯
堂
に
陣
取
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
赤
松
の
陣
と
｢
千
種
殿
ノ
陣
卜
相

去
事
佳
二
五
十
余
町
ガ
程
｣
だ
っ
た
の
で
｢
方
々
牒
ジ
合
セ
テ
コ
ソ
京
都
へ
ハ

可
レ
被
レ
寄
カ
-
シ
｣
　
だ
っ
た
の
に
'
千
種
忠
顕
は
｢
我
勢
ノ
多
ヲ
ヤ
被
レ
想
ケ

ン
｡
又
褐
高
名
ニ
セ
ン
ト
ヤ
被
レ
恩
ケ
ン
､
潜
二
日
ヲ
定
テ
四
月
八
日
ノ
卯
刻

二
六
披
羅
へ
｣
出
兵
｡
す
で
に
'
こ
こ
で
千
種
忠
顕
の
作
戦
､
､
､
ス
が
指
摘
さ
れ

る
と
と
も
に
'
四
月
八
日
の
出
兵
に
つ
い
て
も
'
｢
悌
生
日
｣
　
に
合
戦
を
始
め

た
点
に
つ
い
て
'
｢
天
魔
披
旬
ノ
道
ヲ
撃
パ
ル
候
難
二
心
得
】
｣
　
と
し
て
｢
人
々

舌
ヲ
翻
セ
-
｣
と
い
う
批
判
的
言
辞
で
記
述
さ
れ
る
｡

実
戦
場
面
で
は
'
例
え
ば
､
名
和
小
次
郎
･
小
嶋
備
後
三
郎
(
児
島
高
徳
)

が
対
決
す
る
｡
｢
防
ハ
陶
山
卜
河
野
ニ
テ
'
責
ハ
名
和
卜
小
嶋
卜
也
｡
小
島
卜

河
野
-
ハ
一
族
ニ
テ
'
名
和
卜
陶
山
ト
ハ
知
人
也
｡
日
比
ノ
詞
ヲ
ヤ
恥
タ
-
ケ

ン
'
後
日
ノ
難
ヲ
ヤ
恩
ケ
ン
'
死
テ
ハ
戸
ヲ
曝
ト
モ
'
逃
テ
名
ヲ
バ
失
ジ
ー
'

互
二
命
ヲ
不
レ
惜
'
ヲ
メ
キ
叫
デ
ゾ
戟
ヒ
ケ
ル
｣
と
'
(
対
)
的
構
成
の
も
と
に
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開
卜
被
二
恩
食
.
侯
へ
｣
と
い
う
言
葉
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
｡

′
E
ノ
ー
フ
忙
喝
ト
キ
　
遡
テ
々
乍
ヲ
′
朱
ジ
ー

互
二
命
ヲ
不
レ
惜
'
ヲ
メ
キ
叫
デ
ゾ
戟
ヒ
ケ
ル
｣
と
'
(
対
)
的
構
成
の
も
と
に

(
対
)
的
表
現
で
描
か
れ
る
｡
し
か
し
'
小
嶋
･
名
和
が
大
将
か
ら
呼
び
返
さ

れ
た
た
め
'
彼
等
が
｢
陶
山
卜
河
野
ト
ニ
向
テ
'
｢
今
日
巳
二
日
暮
侯
ヌ
｡
後

日
ニ
コ
ソ
又
見
参
二
人
ラ
メ
｣
ト
色
代
シ
テ
'
南
陣
ト
モ
ニ
引
分
'
各
東
西
へ

去
｣
　
っ
た
と
い
う
風
に
締
め
括
ら
れ
る
｡
英
雄
的
人
物
同
志
の
対
決
を
避
け
よ

(
注
8
)

う
と
す
る
『
太
平
記
』
の
作
品
構
築
の
あ
り
方
を
見
る
事
が
で
き
る
｡

味
方
の
劣
勢
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
千
種
は
'
小
嶋
に
向
か
っ
て
'
｢
都
近

キ
障
ハ
意
力
-
ヌ
ト
覚
レ
バ
'
少
シ
堺
ヲ
阻
テ
障
ヲ
取
り
'
重
テ
近
国
ノ
勢
ヲ

集
テ
'
又
京
都
ヲ
貢
バ
ヤ
｣
と
言
う
｡
小
嶋
は
｢
軍
ノ
勝
負
ハ
時
ノ
道
ニ
ヨ
ル

事
｣
を
認
め
た
上
で
｢
只
引
マ
ジ
キ
虞
ヲ
引
カ
セ
'
可
レ
懸
所
ヲ
不
レ
懸
ヲ
'
大

将
ノ
不
覚
-
ハ
申
也
｣
　
と
述
べ
'
赤
松
の
奮
戦
を
強
調
し
'
撤
退
に
反
対
す

る
｡
と
こ
ろ
が
'
小
嶋
が
三
百
余
騎
で
｢
七
条
ノ
橋
ヨ
-
西
ニ
｣
陣
取
っ
た
の

に
対
し
'
小
嶋
か
ら
指
図
さ
れ
て
｢
暫
ハ
峯
ノ
堂
ニ
｣
い
た
千
種
は
'
小
嶋
が

言
っ
た
｢
散
若
夜
討
:
ヤ
寄
ン
ズ
ラ
ン
｣
と
い
う
言
葉
に
恐
怖
心
を
掻
き
立
て

ら
れ
'
｢
弥
臆
病
心
ヤ
付
給
ヒ
ケ
ン
｣
夜
半
過
ぎ
に
八
幡
を
さ
し
て
落
ち
て
行

く

0
小
嶋
は
'
峯
の
堂
の
簿
火
が
消
え
て
ゆ
-
の
を
不
審
に
思
い
｢
是
ハ
ア
ハ
レ

大
将
ノ
落
給
ヒ
ヌ
ル
ヤ
ラ
ン
ト
怪
テ
｣
峯
の
堂
へ
登
っ
て
行
く
｡
途
中
で
出
会

っ
た
荻
野
彦
六
朝
忠
か
ら
'
｢
大
将
｣
　
が
す
で
に
撤
退
し
た
と
聞
か
さ
れ
｢
大

二
慈
テ
｣
'
｢
カ
､
ル
臆
病
ノ
人
ヲ
大
将
卜
葱
､
､
､
ケ
ル
コ
ソ
越
皮
ナ
レ
｣
と
言
っ

て
'
｢
宮
ノ
衛
跡
ヲ
奉
レ
見
テ
追
付
可
レ
申
｣
と
し
て
'
唯
7
人
で
峯
の
堂
に
向

か
う
｡
そ
し
て
'
｢
錦
ノ
御
旗
'
鎧
直
垂
マ
デ
被
レ
拾
｣
て
い
る
の
を
見
た
小
嶋

は
､
｢
ア
ハ
レ
此
大
勝
'
如
何
ナ
ル
堀
ガ
ケ
へ
モ
落
人
テ
死
:
給
へ
カ
シ
｣
と

暫
-
｢
堂
ノ
線
二
歯
噂
シ
テ
立
｣
　
っ
た
後
'
｢
錦
ノ
御
旗
｣
　
の
み
を
下
人
に
持

た
せ
､
荻
野
に
追
い
付
-
0

赤
松
達
の
奮
戦
を
勝
利
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
派
遣
さ
れ
た

｢
大
将
｣
と
し
て
の
千
種
忠
顕
が
'
一
貫
し
て
否
定
的
に
描
か
れ
る
こ
の
章
は
'

や
が
て
京
都
へ
還
幸
す
る
は
ず
の
後
醍
醐
天
皇
陣
営
に
内
在
す
る
問
題
点
と
い

う
形
で
'
今
後
の
物
語
の
展
開
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
投
げ
か
け
て
い
る
｡

｢
千
種
頭
中
将
｣
　
の
西
山
の
障
か
ら
の
撤
退
の
翌
日
四
月
九
日
'
六
波
羅
勢

は
｢
谷
ノ
堂
･
峯
ノ
堂
己
下
浮
住
寺
･
松
ノ
尾
･
寓
石
大
路
･
葉
室
･
衣
笠
二

乱
入
テ
､
悌
閣
神
殿
ヲ
打
破
り
'
僧
坊
民
屋
ヲ
追
捕
シ
'
財
賓
ヲ
悉
ク
運
取
テ

後
'
在
琴
友
ヲ
｣
放
っ
た
｡
そ
の
灯
め
｢
堂
舎
三
百
飴
箇
所
､
在
家
五
千
飴

宇
｣
は
二
時
二
灰
煙
卜
成
｣
　
っ
て
し
ま
っ
た
｡

短
い
第
八
章
で
は
'
六
披
羅
勢
の
暴
挙
が
記
さ
れ
る
｡
千
種
忠
顕
を
批
判
的

に
描
い
た
前
章
か
ら
見
れ
ば
'
六
披
羅
方
の
圧
倒
的
勝
利
が
語
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
舞
八
章
が
'
予
想
さ
れ
る
文
脈
と
は
異
な
る
展
開
を
見
せ
る
事

に
な
る
｡
し
か
し
'
第
八
章
の
五
分
の
三
を
｢
谷
堂
｣
と
｢
浄
土
寺
｣
の
縁
起

と
し
'
｢
カ
､
ル
異
瑞
奇
特
ノ
大
伽
藍
ヲ
無
レ
各
シ
テ
被
レ
滅
ケ
ル
ハ
'
偏
二
武

道
ノ
可
レ
票
表
哉
ト
,
人
皆
唇
晶
ケ
ル
ガ
,
果
シ
(
粥
&
)
程
モ
非
ザ
ル
こ
,

六
波
羅
皆
番
馬
ニ
テ
亡
ビ
'
一
類
悉
ク
鎌
倉
:
テ
失
セ
ケ
ル
事
コ
ソ
不
思
議
ナ

レ
｡
｢
積
悪
ノ
家
ニ
ハ
必
有
二
飴
祝
し
-
ハ
'
加
様
ノ
事
ヲ
ゾ
可
レ
申
ト
､
恩
ハ

ヌ
人
モ
無
-
ケ
-
｣
と
の
末
文
で
完
結
さ
せ
る
事
を
考
え
る
時
'
本
稿
の
冒
頭

で
述
べ
た
A
｢
鎌
倉
幕
府
の
斜
陽
｣
と
B
｢
後
醍
醐
天
皇
の
復
活
｣
と
の
う

(
注
1
0
)

ち
'
右
の
引
用
文
の
う
ち
｢
一
類
悉
ク
｣
　
以
下
の
文
章
の
な
い
古
態
本
系
で

は
､
ま
ず
'
六
波
経
の
滅
亡
を
'
流
布
本
系
で
は
更
に
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
を
も

Osaka Shoin Women's University Repository



-　50-

合
わ
せ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
｡

し
か
も
'
｢
武
道
｣
が
尽
き
た
結
果
と
し
て
の
六
波
羅
の
滅
亡
は
'
｢
前
表
｣

と
し
て
の
暴
挙
に
よ
っ
て
予
見
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
｡
そ
し
て
へ
　
や
が

て
巻
九
で
展
開
さ
れ
る
六
波
羅
の
最
期
が
'
官
軍
に
敗
北
し
た
た
め
で
は
な
く

｢
異
瑞
奇
特
ノ
大
伽
藍
ヲ
無
レ
答
シ
テ
｣
炎
上
さ
せ
た
罪
に
よ
る
'
と
い
う
風
に

(
注
1
 
1
)

論
理
的
結
接
を
は
か
る
所
に
'
(
作
者
)
の
姿
勢
を
も
見
る
事
が
で
き
る
｡
な

お
'
人
名
を
点
綴
し
っ
つ
'
勝
利
者
･
敗
北
者
を
具
体
的
に
描
い
て
来
た
合
戦

譜
が
'
第
八
章
で
は
｢
京
中
ノ
軍
勢
｣
と
い
う
個
人
名
を
消
し
た
表
現
に
よ
っ

て
叙
述
さ
れ
て
い
る
事
に
も
注
目
し
て
良
か
ろ
う
｡
英
雄
的
人
物
像
を
詳
し
く

描
い
て
い
-
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
場
面
と
'
(
個
)
　
を
消
し
て
し
ま
う
形
で
'

歴
史
の
展
開
を
概
観
し
展
望
す
る
場
面
と
を
組
合
わ
せ
る
形
で
'
『
太
平
記
』

の
軍
記
物
語
と
し
て
の
表
現
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡

注

の
変
化
が
見
ら
れ
る
事
に
つ
い
て
は
'
大
森
北
義
民
が
｢
『
太
平
記
』

の
構
想
と
方
法
｣
第
三
早
に
お
い
て
詳
し
-
論
じ
て
お
ら
れ
る
｡

(
7
)
　
巻
四
で
｢
第
四
ノ
宮
ハ
但
馬
国
へ
流
奉
テ
'
其
国
ノ
守
護
大
田
判
官

二
預
ラ
ル
｣
と
記
さ
れ
た
聖
護
院
静
尊
法
親
王
か
｡

(
8
)
　
た
と
え
ば
'
巻
三
に
お
い
て
も
楠
と
陶
山
と
の
対
決
は
な
か
っ
た
｡

注
3
の
拙
著
参
照

(
9
)
　
｢
果
シ
テ
｣
と
い
う
語
の
分
析
は
'
大
森
氏
の
著
書
第
三
章
参
照
｡

(
1
 
0
)
　
西
源
院
本
の
場
合
｢
果
シ
テ
幾
程
モ
ア
ラ
サ
ル
ニ
'
南
六
披
羅
都
ヲ

茸
落
サ
レ
テ
'
近
江
国
番
場
ニ
テ
亡
ニ
ケ
-
｣
で
終
わ
る
｡
神
田
本
･

玄
玖
本
も
ほ
ぼ
同
文
｡

(
1
 
1
)
　
こ
の
｢
谷
堂
炎
上
｣
は
､
『
平
家
物
語
(
覚
一
本
)
』
巻
五
で
南
都
を

焼
き
討
ち
し
た
平
重
衡
が
'
巻
十
で
都
を
引
き
回
さ
れ
る
の
を
見
た

｢
京
中
の
人
々
｣
　
が
　
｢
是
は
南
都
を
ほ
ろ
ぼ
し
給
へ
る
伽
藍
の
罰
に
こ

そ
｣
と
評
し
た
叙
法
と
重
な
る
章
段
で
も
あ
る
｡

(
1
)
　
拙
稿
｢
『
太
平
記
』
巻
七
の
構
成
と
展
開
｣
(
｢
樟
蔭
国
文
学
｣
2
7
号
)

参
照
｡

(
2
)
　
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
店
)
に
よ
る
｡

(
3
)
_
注
(
1
)
の
拙
稿
及
び
拙
著
『
太
平
記
の
説
話
文
学
的
研
究
』
第
二
章

参
照
｡

(
4
)
　
神
田
本
･
西
源
院
本
･
玄
玖
本
で
は
第
二
章
に
含
ま
れ
て
い
る
｡
流

布
本
の
章
段
名
は
内
容
の
一
部
の
題
名
で
し
か
な
い
｡

(
5
)
　
注
(
1
)
の
拙
稿
参
照
｡

(
6
)
　
巻
七
｢
船
上
臨
幸
事
｣
を
境
に
｢
先
帝
｣
か
ら
｢
主
上
｣
　
へ
と
呼
称
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